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SVMのルーティングの管理

ONTAPネットワーク上のSVMルーティングについて学ぶ

SVMのルーティング テーブルは、SVMがデスティネーションとの通信に使用するネット
ワーク パスを決めるものです。ネットワークの問題を未然に防ぐためには、ルーティン
グ テーブルの仕組みを理解しておくことが重要です。

ルーティング ルールは次のとおりです。

• ONTAPは、最も限定的かつ使用可能なルートでトラフィックをルーティングします。

• より限定的なルートがない場合、最後の手段としてデフォルト ゲートウェイ ルート（0ビットのネットマ
スク）でトラフィックがルーティングされます。

デスティネーション、ネットマスク、メトリックが同じでルートが複数ある場合、リブート後またはアップグ
レード後に同じルートが使用される保証はありません。複数のデフォルト ルートを設定している場合は、こ
の点が特に問題となります。

SVMにはデフォルトルートを1つだけ設定するのがベストプラクティスです。中断を避けるため、より具体的
なルートでは到達できないネットワークアドレスにも、デフォルトルートが到達できることを確認してくださ
い。詳細については、"NetAppナレッジベース：SU134 - clustered ONTAPでの不適切なルーティング設定に
よりネットワークアクセスが中断される可能性があります"を参照してください。

ONTAPネットワークの静的ルートを作成する

Storage Virtual Machine（SVM）内で静的ルートを作成して、LIFが発信トラフィックを
ネットワークでどのように取り扱うかを制御できます。

SVMに関連するルート エントリを作成すると、そのルートが、ゲートウェイと同じサブネットにあり、指定
したSVMに所有されているすべてのLIFで使用されます。

手順

`network route create`コマンドを使用してルートを作成します。

network route create -vserver vs0 -destination 0.0.0.0/0 -gateway

10.61.208.1

`network route create`の詳細については、link:https://docs.netapp.com/us-

en/ontap-cli/network-route-create.html["ONTAPコマンド リファレンス

"^]を参照してください。
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ONTAPネットワークのマルチパスルーティングを有効にする

複数のルートが同じ宛先に対して同じメトリックを持つ場合、送信トラフィックにはそ
のうちの1つのルートのみが選択されます。その結果、他のルートは送信トラフィックの
送信に使用されません。マルチパス ルーティングを有効にすると、同じメトリックを持
つ利用可能なルート間でロード バランシングを行うECMPルーティングとは対照的に、
利用可能なすべてのルート間でメトリックに比例したロード バランシングを行うことが
できます。

手順

1. advanced権限レベルにログインします。

set -privilege advanced

2. マルチパス ルーティングを有効にします。

network options multipath-routing modify -is-enabled true

クラスタのすべてのノードでマルチパス ルーティングが有効になります。

network options multipath-routing modify -is-enabled true

`network options multipath-routing modify`

の詳細については、link:https://docs.netapp.com/us-en/ontap-cli/network-

options-multipath-routing-modify.html["ONTAPコマンド リファレンス

"^]をご覧ください。

ONTAPネットワークから静的ルートを削除する

不要な静的ルートをStorage Virtual Machine（SVM）から削除できます。

手順

`network route delete`コマンドを使用して静的ルートを削除します。

次の例は、SVM vs0に関連付けられている、ゲートウェイ10.63.0.1とデスティネーションIPアドレス0.0.0.0/0

の静的ルートを削除します。

network route delete -vserver vs0 -gateway 10.63.0.1 -destination

0.0.0.0/0
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`network route delete`の詳細については、link:https://docs.netapp.com/us-

en/ontap-cli/network-route-delete.html["ONTAPコマンド リファレンス

"^]をご覧ください。

ONTAPルーティング情報を表示する

クラスタ上のそれぞれのSVMについて、ルーティング設定に関する情報を表示できま
す。この情報は、クライアント アプリケーションやサービスとクラスタ内のノード上
のLIFとの接続に問題がある場合のルーティングの問題を診断するのに役立ちます。

手順

1. `network route show`コマンドを使用して、1つ以上のSVM内のルートを表示します。次の例は、vs0 SVM

に設定されたルートを示しています：

network route show

  (network route show)

Vserver             Destination     Gateway         Metric

------------------- --------------- --------------- ------

vs0

                    0.0.0.0/0       172.17.178.1    20

2. `network route show-lifs`コマンドを使用して、1つ以上のSVM内のルートとLIFの関連付けを表示します。

次の例では、vs0というSVMが所有するルートとLIFの関連付けを表示しています。

network route show-lifs

  (network route show-lifs)

Vserver: vs0

Destination             Gateway                 Logical Interfaces

----------------------  --------------          --------------------

0.0.0.0/0               172.17.178.1            cluster_mgmt,

                                                LIF-b-01_mgmt1,

                                                LIF-b-02_mgmt1

`network route show`および `network route show-lifs`

の詳細については、link:https://docs.netapp.com/us-en/ontap-

cli/search.html?q=network+route+show["ONTAPコマンド リファレンス

"^]をご覧ください。

3. `network route active-entry show`コマンドを使用して、1つ以上のノード、SVM、サブネット、または指
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定された宛先を持つルートにインストールされているルートを表示します。

次の例では、特定のSVMに設定されたすべてのルートを表示しています。

network route active-entry show -vserver Data0

Vserver: Data0

Node: node-1

Subnet Group: 0.0.0.0/0

Destination             Gateway              Interface   Metric  Flags

----------------------  -------------------  ---------   ------  -----

127.0.0.1               127.0.0.1            lo              10  UHS

127.0.10.1              127.0.20.1           losk            10  UHS

127.0.20.1              127.0.20.1           losk            10  UHS

Vserver: Data0

Node: node-1

Subnet Group: fd20:8b1e:b255:814e::/64

Destination             Gateway              Interface   Metric  Flags

----------------------  -------------------  ---------   ------  -----

default                 fd20:8b1e:b255:814e::1

                                             e0d             20  UGS

fd20:8b1e:b255:814e::/64

                        link#4               e0d              0  UC

Vserver: Data0

Node: node-2

Subnet Group: 0.0.0.0/0

Destination             Gateway              Interface   Metric  Flags

----------------------  -------------------  ---------   ------  -----

127.0.0.1               127.0.0.1            lo              10  UHS

Vserver: Data0

Node: node-2

Subnet Group: 0.0.0.0/0

Destination             Gateway              Interface   Metric  Flags

----------------------  -------------------  ---------   ------  -----

127.0.10.1              127.0.20.1           losk            10  UHS

127.0.20.1              127.0.20.1           losk            10  UHS

Vserver: Data0

Node: node-2

Subnet Group: fd20:8b1e:b255:814e::/64

Destination             Gateway              Interface   Metric  Flags

----------------------  -------------------  ---------   ------  -----

default                 fd20:8b1e:b255:814e::1
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                                             e0d             20  UGS

fd20:8b1e:b255:814e::/64

                        link#4               e0d              0  UC

fd20:8b1e:b255:814e::1  link#4               e0d              0  UHL

11 entries were displayed.

`network route active-entry show`

の詳細については、link:https://docs.netapp.com/us-en/ontap-cli/network-

route-active-entry-show.html["ONTAPコマンド リファレンス"^]をご覧ください。

ONTAPネットワークのルーティングテーブルから動的ルートを
削除します

IPv4およびIPv6のICMPリダイレクトを受信すると、動的ルートがルーティング テーブ
ルに追加されます。動的ルートはデフォルトで300秒後に削除されます。動的ルートが
維持される時間を変更する場合は、タイムアウト値を変更してください。

タスク概要

タイムアウト値は0～65,535秒の範囲で設定できます。値を0に設定すると、ルートは無期限になります。動
的ルートを削除すると、無効なルートが永続化されることによる接続の喪失を防ぐことができます。

手順

1. 現在のタイムアウト値を表示します。

◦ IPv4：

network tuning icmp show

◦ IPv6：

network tuning icmp6 show

2. タイムアウト値を変更します。

◦ IPv4：

network tuning icmp modify -node node_name -redirect-timeout

timeout_value

◦ IPv6：
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network tuning icmp6 modify -node node_name -redirect-v6-timeout

timeout_value

3. タイムアウト値が正しく変更されたことを確認します。

◦ IPv4：

network tuning icmp show

◦ IPv6：

network tuning icmp6 show

`network tuning icmp`の詳細については、link:https://docs.netapp.com/us-

en/ontap-cli/search.html?q=network+tuning+icmp["ONTAPコマンド

リファレンス"^]を参照してください。

6



著作権に関する情報

Copyright © 2026 NetApp, Inc. All Rights Reserved. Printed in the U.S.このドキュメントは著作権によって保
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